
年間授業計画　様式例

高等学校 令和７年度（３学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 選択者

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

第１節　生体物質と細胞
第２節　タンパク質の構造と性質
第３節　生命現象とタンパク質

【知識・技能】
生物を構成する主な物質とその特徴、生体
膜、細胞骨格の特徴、さまざまな細胞内構造
の働きについて理解している。
アミノ酸やペプチド結合の構造、タンパク質
の一次構造～四次構造、タンパク質の立体構
造が機能と密接に関連していることを理解し
ている。
酵素の基質特異性と立体構造との関係、補酵
素、酵素の最適温度、最適ｐＨ、競争的阻害
と非競争的阻害、フィードバック調節、選択
的透過性、受動輸送と能動輸送との違い、膜
輸送タンパク質の働き、エンドサイトーシス
とエキソサイトーシス、それぞれの受容体が
働くしくみを理解している。
【思考・判断・表現】
界面活性剤を用いた実験から生体膜の構造を
見いだし、生体膜がどのようにして細胞内外
を隔てているか説明することができる。
加熱によるカタラーゼの働きの変化を検証す
る実験を立案し、実験結果から、酵素の基質
特異性が、立体構造と密接に関わっており、
立体構造が変化することによって酵素が失活
することを考察することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
意欲的に授業に参加し、講義や対話を通して
自らの考えを深めることができる。

○ ○

第１節　生物の系統
第２節　人類の系統と進化

【知識・技能】
人為分類と系統分類の違い、分子時計、系統
樹の推定方法、３つのドメインの系統関係、
二名法による種の表し方、生物の分類の階級
を理解している。
霊長類の進化の過程、霊長類および類人猿の
形質の特徴、直立二足歩行と脳容積の変化と
の関係、人類の拡散のようすを理解してい
る。
【思考・判断・表現】
種間に共通してみられるタンパク質のアミノ
酸配列の違いにもとづいて系統関係を推定で
きることを見いだし、説明することができ
る。
形態をもとに推定される系統樹が分子系統樹
と必ずしも一致しない理由を説明することが
できる。
霊長類に関する資料にもとづいて、ヒトを含
む人類の形態的特徴と進化の過程に関連があ
ることに気づき、人類の進化の道筋について
説明することができる
【主体的に学習に取り組む態度】
意欲的に授業に参加し、講義や対話を通して

○ ○

○

16

定期考査 ○

○ 8

配当
時数

１
学
期

第１章　生物の進化
【知識及び技能】
生命の誕生、光合成生物の出現が
地球環境に与えた影響、細胞内共
生について理解させる。
突然変異、一塩基多型、染色体、
遺伝子座と遺伝子の関係、減数分
裂における核相の変化、減数分裂
によって生じる配偶子の染色体の
組み合わせ、受精によって生じる
染色体の組み合わせ、遺伝子の連
鎖、組み換え、組み換え価、三転
交雑について理解させる。
遺伝子頻度、ハーディー・ワイン
ベルグの法則、中立進化が生じる
しくみ、適応進化が生じる要因、
中立的な突然変異、遺伝子重複、
異所的種分化と同所的種分化のし
くみを理解させる。
【思考力、判断力、表現力等】
観察・実験、資料・データの読み
取りなどにより、科学的に探究す
る力を養う。
【学びに向かう力、人間性等】
生物や生物現象に関心をもち、科
学的に探究しようとする態度を養
う。

オリエンテーション
第１節　生命の起源と細胞の進化
第２節　遺伝子の変化と遺伝子の
組み合わせの変化
第３節　進化のしくみ

【知識・技能】
生命の誕生、光合成生物の出現が地球環境に
与えた影響、細胞内共生について理解してい
る。
突然変異、一塩基多型、染色体、遺伝子座と
遺伝子の関係、減数分裂における核相の変
化、減数分裂によって生じる配偶子の染色体
の組み合わせ、受精によって生じる染色体の
組み合わせ、遺伝子の連鎖、組み換え、組み
換え価、三転交雑について理解している。
遺伝子頻度、ハーディー・ワインベルグの法
則、中立進化が生じるしくみ、適応進化が生
じる要因、中立的な突然変異、遺伝子重複、
異所的種分化と同所的種分化のしくみを理解
している。
【思考・判断・表現】
大気中の酸素濃度の変化を示す資料にもとづ
いて、シアノバクテリアの繁栄や真核生物の
出現・繁栄が大気組成の変化と関わりがある
ことを見いだして説明することができる。
鎌状赤血球症に関する資料にもとづいて、塩
基配列の変化が形質に変化を生じさせる場合
があることを見いだして説明することができ
る。減数分裂によって生じる染色体の組み合
わせを論理的に理解し、説明することができ
る。
進化のしくみに関するモデル実験の結果にも
とづいて、遺伝子頻度が変化する要因には主
に遺伝的浮動と自然選択があることを見いだ
して説明することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
意欲的に授業に参加し、講義や対話を通して
自らの考えを深めることができる。

○ ○ ○ 16

第２章　生物の系統と進化
【知識及び技能】
人為分類と系統分類の違い、分子
時計、系統樹の推定方法、３つの
ドメインの系統関係、二名法によ
る種の表し方、生物の分類の階級
を理解させる。
霊長類の進化の過程、霊長類およ
び類人猿の形質の特徴、直立二足
歩行と脳容積の変化との関係、人
類の拡散のようすを理解させる。
【思考力、判断力、表現力等】
観察・実験、資料・データの読み
取りなどにより、科学的に探究す
る力を養う。
【学びに向かう力、人間性等】
生物や生物現象に関心をもち、科
学的に探究しようとする態度を養
う。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

1

第３章　細胞と分子
【知識及び技能】
生物を構成する主な物質とその特
徴、生体膜、細胞骨格の特徴、さ
まざまな細胞内構造の働きについ
て理解させる。
アミノ酸やペプチド結合の構造、
タンパク質の一次構造～四次構
造、タンパク質の立体構造が機能
と密接に関連していることを理解
させる。
酵素の基質特異性と立体構造との
関係、補酵素、酵素の最適温度、
最適ｐＨ、競争的阻害と非競争的
阻害、フィードバック調節、選択
的透過性、受動輸送と能動輸送と
の違い、膜輸送タンパク質の働
き、エンドサイトーシスとエキソ
サイトーシス、それぞれの受容体
が働くしくみを理解させる。
【思考力、判断力、表現力等】
観察・実験、資料・データの読み
取りなどにより、科学的に探究す
る力を養う。
【学びに向かう力、人間性等】
生物や生物現象に関心をもち、科
学的に探究しようとする態度を養
う。

○

生物や生物現象に関心をもち、意欲的にそれら
を探究しようとするとともに、科学的態度を身
に付ける。

【学びに向かう力、人間性等】

理科 生物

生物や生物現象について、原理・法則を理解す
るとともに、科学的に探究するために必要な観
察、実験などに関する基本的な技能を身に付け
る。

生物や生物現象の中に問題を見出し、事物を科
学的に考察し、導き出した考えを表現できるよ
うになる。

（　宮崎苑子　）

理科 生物 4

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

高等学校　生物　（第一学習社）

理科

生物

【 知　識　及　び　技　能 】自然の事物・現象について、基本的な概念や原理・法則を理解し、知識を身に付ける。

自然の事物・現象の中に問題を見出し、事物を科学的に考察し、導き出した考えを表現できるようになる。

自然の事物・現象に関心をもち、意欲的にそれらを探究しようとするとともに、科学的態度を身に付ける。



第７章　遺伝子を扱う技術とその
応用
【知識及び技能】
クローニング、ＰＣＲ法、電気泳
動法、塩基配列解析、ＲＮＡシー
ケンスやGFPの遺伝子を用いた遺伝
子発現の解析法、ノックイン、
ノックアウト、ノックダウン、ゲ
ノム編集の利点について理解させ
る。
遺伝子組換えによって作出された
生物が農業や医療に応用されてい
ること、ＤＮＡ型鑑定の原理、遺
伝子を扱う際の課題を理解させ
る。
【思考力、判断力、表現力等】
観察・実験、資料・データの読み
取りなどにより、科学的に探究す
る力を養う。
【学びに向かう力、人間性等】
生物や生物現象に関心をもち、科

第１節　遺伝子を扱う技術
第２節　遺伝子を扱う技術の応用

【知識・技能】
クローニング、ＰＣＲ法、電気泳動法、塩基
配列解析、ＲＮＡシーケンスやGFPの遺伝子
を用いた遺伝子発現の解析法、ノックイン、
ノックアウト、ノックダウン、ゲノム編集の
利点について理解している。
遺伝子組換えによって作出された生物が農業
や医療に応用されていること、ＤＮＡ型鑑定
の原理、遺伝子を扱う際の課題を理解してい
る。
【思考・判断・表現】
電気泳動法や塩基配列解析など、遺伝子の構
造や発現の解析方法の原理について説明する
ことができる。
遺伝子を扱う技術の進歩によって、どのよう
な課題が生じているか考え、表現することが
できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
意欲的に授業に参加し、講義や対話を通して
自らの考えを深めることができる。

○ ○ ○ 10

第５章　遺伝情報とその発現
【知識及び技能】
ＤＮＡの構造、ＤＮＡ複製の際に
働く各種酵素、プライマー、半保
存的複製を証明した実験手法とそ
の結果の解釈について理解させ
る。
ＲＮＡのヌクレオチドの種類と構
造、真核細胞において転写が開始
されるしくみ、ＲＮＡポリメラー
ゼの働き、スプライシングの過
程、選択的スプライシング、遺伝
暗号表、リボソームの構造と働
き、ｔＲＮＡの構造と働き、翻訳
の過程、・原核生物における転
写・翻訳の過程について理解させ
る。
【思考力、判断力、表現力等】
観察・実験、資料・データの読み
取りなどにより、科学的に探究す
る力を養う。
【学びに向かう力、人間性等】
生物や生物現象に関心をもち、科
学的に探究しようとする態度を養

第１節　ＤＮＡの複製
第２節　遺伝子の発現

【知識・技能】
ＤＮＡの構造、ＤＮＡ複製の際に働く各種酵
素、プライマー、半保存的複製を証明した実
験手法とその結果の解釈について理解してい
る。
ＲＮＡのヌクレオチドの種類と構造、真核細
胞において転写が開始されるしくみ、ＲＮＡ
ポリメラーゼの働き、スプライシングの過
程、選択的スプライシング、遺伝暗号表、リ
ボソームの構造と働き、ｔＲＮＡの構造と働
き、翻訳の過程、・原核生物における転写・
翻訳の過程について理解している。
【思考・判断・表現】
ＤＮＡの二重らせんに方向性があることとＤ
ＮＡ合成酵素の性質から、ＤＮＡの複製の際
にはリーディング鎖とラギング鎖が生じるこ
とを説明することができる。
真核生物と原核生物における転写・翻訳の過
程を説明することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
意欲的に授業に参加し、講義や対話を通して
自らの考えを深めることができる。

○ ○ ○ 6

第６章　遺伝子の発現調節と発生
【知識及び技能】
調節タンパク質による遺伝子の発
現調節、真核生物における遺伝子
の発現調節について理解させる。
動物の配偶子の形成過程、ウニの
受精の概要、体軸の形成、胚の区
画化、分化の方向の決定、カエル
の発生過程、中胚葉誘導と神経誘
導、Ｈｏｘ遺伝子群について理解
させる。
【思考力、判断力、表現力等】
観察・実験、資料・データの読み
取りなどにより、科学的に探究す
る力を養う。
【学びに向かう力、人間性等】
生物や生物現象に関心をもち、科
学的に探究しようとする態度を養
う。

第１節　遺伝子の発現調節
第２節　発生と遺伝子の発現

【知識・技能】
調節タンパク質による遺伝子の発現調節、真
核生物における遺伝子の発現調節について理
解している。
動物の配偶子の形成過程、ウニの受精の概
要、体軸の形成、胚の区画化、分化の方向の
決定、カエルの発生過程、中胚葉誘導と神経
誘導、Ｈｏｘ遺伝子群について理解してい
る。
【思考・判断・表現】
遺伝子の発現調節に関する資料にもとづい
て、状況に応じて必要な遺伝子の発現調節が
行われていることを見いだして説明すること
ができる。
ショウジョウバエ胚の分節遺伝子の発現パ
ターンを示した資料にもとづいて、ショウ
ジョウバエの発生の過程においては、遺伝子
の発現が段階的に調節されることを説明する
ことができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
意欲的に授業に参加し、講義や対話を通して
自らの考えを深めることができる。

○ ○ ○ 12

第１節　生体物質と細胞
第２節　タンパク質の構造と性質
第３節　生命現象とタンパク質

【知識・技能】
生物を構成する主な物質とその特徴、生体
膜、細胞骨格の特徴、さまざまな細胞内構造
の働きについて理解している。
アミノ酸やペプチド結合の構造、タンパク質
の一次構造～四次構造、タンパク質の立体構
造が機能と密接に関連していることを理解し
ている。
酵素の基質特異性と立体構造との関係、補酵
素、酵素の最適温度、最適ｐＨ、競争的阻害
と非競争的阻害、フィードバック調節、選択
的透過性、受動輸送と能動輸送との違い、膜
輸送タンパク質の働き、エンドサイトーシス
とエキソサイトーシス、それぞれの受容体が
働くしくみを理解している。
【思考・判断・表現】
界面活性剤を用いた実験から生体膜の構造を
見いだし、生体膜がどのようにして細胞内外
を隔てているか説明することができる。
加熱によるカタラーゼの働きの変化を検証す
る実験を立案し、実験結果から、酵素の基質
特異性が、立体構造と密接に関わっており、
立体構造が変化することによって酵素が失活
することを考察することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
意欲的に授業に参加し、講義や対話を通して
自らの考えを深めることができる。

○ ○

定期考査
○ ○

２
学
期

1

第４章　代謝
【知識及び技能】
代謝におけるエネルギーの流れ、
同化と異化の違いを理解させる。
葉緑体の構造、光合成色素の種類
と色、吸収スペクトルと作用スペ
クトル、チラコイドで起こる反応
の過程と消費される物質と生じる
物質、カルビン回路の過程と消費
される物質と生じる物質、高温や
乾燥に適応した植物における二酸
化炭素固定の過程、植物の光合成
と細菌の光合成・化学合成との違
いを理解させる。
ミトコンドリアの構造、解糖系、
クエン酸回路、電子伝達系、呼吸
商から呼吸基質を推定する方法、
光合成と呼吸の共通点、呼吸と発
酵の違い、アルコール発酵と乳酸
発酵の違い、発酵の過程について
理解させる。
【思考力、判断力、表現力等】
観察・実験、資料・データの読み
取りなどにより、科学的に探究す
る力を養う。
【学びに向かう力、人間性等】
生物や生物現象に関心をもち、科
学的に探究しようとする態度を養

第１節　代謝とエネルギー
第２節　炭酸同化
第３節　異化

【知識・技能】
代謝におけるエネルギーの流れ、同化と異化
の違いを理解している。
葉緑体の構造、光合成色素の種類と色、吸収
スペクトルと作用スペクトル、チラコイドで
起こる反応の過程と消費される物質と生じる
物質、カルビン回路の過程と消費される物質
と生じる物質、高温や乾燥に適応した植物に
おける二酸化炭素固定の過程、植物の光合成
と細菌の光合成・化学合成との違いを理解し
ている。
ミトコンドリアの構造、解糖系、クエン酸回
路、電子伝達系、呼吸商から呼吸基質を推定
する方法、光合成と呼吸の共通点、呼吸と発
酵の違い、アルコール発酵と乳酸発酵の違
い、発酵の過程について理解している。
【思考・判断・表現】
代謝には同化と異化があることを理解し、両
者の違いを説明することができる。
緑葉に含まれる光合成色素を分離し、分離さ
れた色素の色とＲｆ値から色素の種類を推測
することができる。
アルコール発酵の実験結果から、温度と反応
速度の関係について考察し、適切な仮説を立
てることができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
意欲的に授業に参加し、講義や対話を通して
自らの考えを深めることができる。

○ ○ ○

16

12

１
学
期

第３章　細胞と分子
【知識及び技能】
生物を構成する主な物質とその特
徴、生体膜、細胞骨格の特徴、さ
まざまな細胞内構造の働きについ
て理解させる。
アミノ酸やペプチド結合の構造、
タンパク質の一次構造～四次構
造、タンパク質の立体構造が機能
と密接に関連していることを理解
させる。
酵素の基質特異性と立体構造との
関係、補酵素、酵素の最適温度、
最適ｐＨ、競争的阻害と非競争的
阻害、フィードバック調節、選択
的透過性、受動輸送と能動輸送と
の違い、膜輸送タンパク質の働
き、エンドサイトーシスとエキソ
サイトーシス、それぞれの受容体
が働くしくみを理解させる。
【思考力、判断力、表現力等】
観察・実験、資料・データの読み
取りなどにより、科学的に探究す
る力を養う。
【学びに向かう力、人間性等】
生物や生物現象に関心をもち、科
学的に探究しようとする態度を養
う。

○



第７章　遺伝子を扱う技術とその
応用
【知識及び技能】
クローニング、ＰＣＲ法、電気泳
動法、塩基配列解析、ＲＮＡシー
ケンスやGFPの遺伝子を用いた遺伝
子発現の解析法、ノックイン、
ノックアウト、ノックダウン、ゲ
ノム編集の利点について理解させ
る。
遺伝子組換えによって作出された
生物が農業や医療に応用されてい
ること、ＤＮＡ型鑑定の原理、遺
伝子を扱う際の課題を理解させ
る。
【思考力、判断力、表現力等】
観察・実験、資料・データの読み
取りなどにより、科学的に探究す
る力を養う。
【学びに向かう力、人間性等】
生物や生物現象に関心をもち、科

第１節　遺伝子を扱う技術
第２節　遺伝子を扱う技術の応用

【知識・技能】
クローニング、ＰＣＲ法、電気泳動法、塩基
配列解析、ＲＮＡシーケンスやGFPの遺伝子
を用いた遺伝子発現の解析法、ノックイン、
ノックアウト、ノックダウン、ゲノム編集の
利点について理解している。
遺伝子組換えによって作出された生物が農業
や医療に応用されていること、ＤＮＡ型鑑定
の原理、遺伝子を扱う際の課題を理解してい
る。
【思考・判断・表現】
電気泳動法や塩基配列解析など、遺伝子の構
造や発現の解析方法の原理について説明する
ことができる。
遺伝子を扱う技術の進歩によって、どのよう
な課題が生じているか考え、表現することが
できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
意欲的に授業に参加し、講義や対話を通して
自らの考えを深めることができる。

○ ○ ○ 10

第９章　植物の成長と環境応答
【知識及び技能】
植物ホルモンの特徴と植物体内で
の物質輸送のしくみについて理解
させる。
被子植物の配偶子形成と重複受
精、被子植物の胚発生の過程、種
子形成の過程、さまざまな植物ホ
ルモンの働きとその特徴について
理解させる。
【思考力、判断力、表現力等】
観察・実験、資料・データの読み
取りなどにより、科学的に探究す
る力を養う。
【学びに向かう力、人間性等】
生物や生物現象に関心をもち、科
学的に探究しようとする態度を養
う。

第１節　植物と環境
第２節　植物の一生と植物ホルモ
ン

【知識・技能】
植物ホルモンの特徴と植物体内での物質輸送
のしくみについて理解している。
被子植物の配偶子形成と重複受精、被子植物
の胚発生の過程、種子形成の過程、さまざま
な植物ホルモンの働きとその特徴について理
解している。
【思考・判断・表現】
ダイコンの芽ばえがリンゴの果実から受ける
影響を調べる実験にもとづいて、リンゴから
放出される物質が、ダイコンの芽ばえの成長
や反応に影響を与えることを見いだして説明
することができる。
被子植物の配偶子形成と重複受精の過程、植
物ホルモンの働き、ＡＢＣモデルにもとづく
花の形成について説明することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
意欲的に授業に参加し、講義や対話を通して
自らの考えを深めることができる。

○ ○ ○ 16

定期考査
○ ○ 1

○ ○ 1

第８章　動物の反応と行動
【知識及び技能】
ニューロンの構造、有髄神経繊維
の構造、ヒトの神経系の構成、全
か無かの法則、跳躍伝導、ヒトの
各受容器に対する適刺激、眼の構
造と視覚に関するしくみ、耳の構
造と聴覚が生じるしくみ、平衡覚
が生じるしくみ、嗅覚が生じるし
くみ、脳の構造と各領域の働き、
シナプス可塑性による記憶の形
成、脊髄の構造、反射のしくみと
反射弓、骨格筋の構造、筋収縮の
しくみについて理解させる。
さまざまな生得的行動と習得的行
動について理解させる。
【思考力、判断力、表現力等】
観察・実験、資料・データの読み
取りなどにより、科学的に探究す
る力を養う。
【学びに向かう力、人間性等】
生物や生物現象に関心をもち、科
学的に探究しようとする態度を養
う。

第１節　刺激の受容と反応
第２節　動物の行動

【知識・技能】
ニューロンの構造、有髄神経繊維の構造、ヒ
トの神経系の構成、全か無かの法則、跳躍伝
導、ヒトの各受容器に対する適刺激、眼の構
造と視覚に関するしくみ、耳の構造と聴覚が
生じるしくみ、平衡覚が生じるしくみ、嗅覚
が生じるしくみ、脳の構造と各領域の働き、
シナプス可塑性による記憶の形成、脊髄の構
造、反射のしくみと反射弓、骨格筋の構造、
筋収縮のしくみについて理解している。
さまざまな生得的行動と習得的行動について
理解している。
【思考・判断・表現】
神経筋標本に関する資料にもとづいて、運動
ニューロンの興奮頻度と筋収縮との関連につ
いて説明することができる。
アメフラシのえら引っ込め反射に関する資料
にもとづいて、えら引っ込め反射に関わる神
経系の電気的特性を見いだし、慣れが生じる
原因を説明することができる
【主体的に学習に取り組む態度】
意欲的に授業に参加し、講義や対話を通して
自らの考えを深めることができる。

○ ○ ○ 18

３
学
期

第１０章　生態系のしくみと人間
の関わり
【知識及び技能】
個体群と相互作用、個体の分布様
式、標識再捕法、生存曲線、年齢
ピラミッド、最終収量一定の法則
や相変異、環境と個体群の変動の
大きさとの関係、群れや縄張りの
大きさが決まるしくみ、順位制や
つがい関係、共同繁殖、社会性昆
虫、捕食者と被食者の個体数変
動、共生および寄生の関係、ニッ
チの概念、種間競争による競争的
排除のしくみ、形質置換、中規模
撹乱説について理解させる。
生態系における物質生産、生産構
造図、炭素の循環、物質収支、エ
ネルギー効率、窒素の循環、窒素
同化と窒素固定の違い、脱窒につ
いて理解させる。
生物多様性の３つのとらえ方、生
物多様性を低下させる要因、個体
群の大きさの縮小により絶滅の危
険性が高まること、生態系サービ
スにはどのようなものがあるかを
理解させる。
【思考力、判断力、表現力等】
観察・実験、資料・データの読み
取りなどにより、科学的に探究す
る力を養う。
【学びに向かう力、人間性等】
生物や生物現象に関心をもち、科
学的に探究しようとする態度を養
う。

第１節　個体群と生物群集
第２節　生態系の物質生産と消費
第３節　生態系と人間生活

【知識・技能】
個体群と相互作用、個体の分布様式、標識再
捕法、生存曲線、年齢ピラミッド、最終収量
一定の法則や相変異、環境と個体群の変動の
大きさとの関係、群れや縄張りの大きさが決
まるしくみ、順位制やつがい関係、共同繁
殖、社会性昆虫、捕食者と被食者の個体数変
動、共生および寄生の関係、ニッチの概念、
種間競争による競争的排除のしくみ、形質置
換、中規模撹乱説について理解している。
生態系における物質生産、生産構造図、炭素
の循環、物質収支、エネルギー効率、窒素の
循環、窒素同化と窒素固定の違い、脱窒につ
いて理解している。
生物多様性の３つのとらえ方、生物多様性を
低下させる要因、個体群の大きさの縮小によ
り絶滅の危険性が高まること、生態系サービ
スにはどのようなものがあるかを理解してい
る。
【思考・判断・表現】
個体群密度に関する観察にもとづいて、個体
群の成長が抑制される要因を見いだして説明
することができる。
物質収支に関する資料にもとづいて、捕食－
被食の関係に伴うエネルギーの流れについて
説明することができる。
生息地の分断や乱獲、気候変動、海洋汚染、
外来生物の侵入などが、生物多様性を低下さ
せるしくみについて説明することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
意欲的に授業に参加し、講義や対話を通して
自らの考えを深めることができる。

○ ○

２
学
期

定期考査

○ 22

合計

140



年間授業計画　様式例

高等学校 令和７年度（3学年用） 教科
単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 1 組～ 6 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

宇宙や地球の科学 太陽と地球を観察することによっ
て、整理、分類し、調べることに
より太陽と地球を理解する。

物質の科学 衣料と食品を観察することによっ
て、整理、分類し、調べることに
より衣料と食品を理解する

物質の科学

教科　理科　 

【知識・技能】
　基本的な実験技術を習得する
【思考・判断・表現】
　理科的な表現を用いて事象を表現する力
を養う
【主体的に学習に取り組む態度】
主体的に考察を深めたり、実験をしていく積
極性を養う

ヒトの生命現象を観察することに
よって、整理、分類し、調べるこ
とによりヒトの生命現象を理解す
る。

【知識・技能】
　基本的な実験技術を習得する
【思考・判断・表現】
　理科的な表現を用いて事象を表現する力
を養う
【主体的に学習に取り組む態度】
主体的に考察を深めたり、実験をしていく積
極性を養う

材料とその再利用を観察すること
によって、整理、分類し、調べる
ことにより材料とその再利用を理
解する。

【知識・技能】
　基本的な実験技術を習得する
【思考・判断・表現】
　理科的な表現を用いて事象を表現する力
を養う
【主体的に学習に取り組む態度】
主体的に考察を深めたり、実験をしていく積
極性を養う

太陽と地球を観察することによっ
て、整理、分類し、調べることに
より太陽と地球を理解する。

【知識・技能】】
　基本的な実験技術を習得する
【思考・判断・表現】
　理科的な表現を用いて事象を表現する力
を養う
【主体的に学習に取り組む態度】
主体的に考察を深めたり、実験をしていく積
極性を養う

〇 〇

【知識・技能】】
　基本的な実験技術を習得する
【思考・判断・表現】
　理科的な表現を用いて事象を表現する力
を養う
【主体的に学習に取り組む態度】
主体的に考察を深めたり、実験をしていく積
極性を養う

〇 〇

２
学
期

光や熱の科学 光の性質とその利用を観察するこ
とによって、整理、分類し、調べ
ることにより光の性質とその利用
を理解する。

【知識・技能】
　基本的な実験技術を習得する
【思考・判断・表現】
　理科的な表現を用いて事象を表現する力
を養う
【主体的に学習に取り組む態度】
主体的に考察を深めたり、実験をしていく積
極性を養う

〇 〇

 科目　科学と人間生活
教　科：理科 科　目：科学と人間生活

理科における基礎的な知識を理解するとともに、基本的な実験技術を習得する。

2

配当
時数

１
学
期

生命の科学 微生物とその利用を観察すること
によって、整理、分類し、調べる
ことにより微生物とその利用を理
解する。

【知識・技能】
　基本的な実験技術を習得する
【思考・判断・表現】
　理科的な表現を用いて事象を表現する力
を養う
【主体的に学習に取り組む態度】
主体的に考察を深めたり、実験をしていく積
極性を養う

○ ○ ○ 6

生命の科学

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

〇

宇宙や地球の科学

〇

岡田・宮﨑・渡部　

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

理科における基礎的な知識を理解するととも
に、基本的な理科実験技術を習得する。

理科知識を活用して事象を論理的に考察るす
力、理科的な表現を用いて事象を表現する力を
養う

「科学と人間生活」東京書籍

理科

理科知識を活用して事象を論理的に考察する力、理科的な表現を用いて事象を表現する力を養う。

日常生活と理科との関係を理解して、主体的に考察を深めたり、実験をしていく積極性を養う。

科学と人間生活

【 知　識　及　び　技　能 】

7

光や熱の科学 光の性質とその利用を観察するこ
とによって、整理、分類し、調べ
ることにより光の性質とその利用
を理解する。

【知識・技能】
　基本的な実験技術を習得する
【思考・判断・表現】
　理科的な表現を用いて事象を表現する力
を養う
【主体的に学習に取り組む態度】
主体的に考察を深めたり、実験をしていく積
極性を養う

〇 〇 〇 6

日常生活と理科との関係を理解して、主体的に
考察を深めたり、実験をしていく積極性を養う

【学びに向かう力、人間性等】

○ ○ ○ 6

6

〇 6

〇 6

〇 7

○ ○

〇 〇



３
学
期

合計

70

１年間の復習１年間の復習 【知識・技能】】
　基本的な実験技術を習得する
【思考・判断・表現】
　理科的な表現を用いて事象を表現する力
を養う
【主体的に学習に取り組む態度】
主体的に考察を深めたり、実験をしていく積
極性を養う

〇 20〇 〇



年間授業計画　様式例

高等学校 令和７年度（3学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 選択

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

３
学
期

・光電効果の式K０＝ｈｖ－Wから、光電効果の現象が定性的
にも定量的にも説明できることを学習させる。
・X線をｈｖのエネルギーの光子と考えると、X線スペクトル
の最短波長の大きさが説明できることを理解させる。

第５編　電子
第１章　電子と光
１　光の粒子性
２　X線

【知識・技能】
　左記の内容を理解している。
【思考・判断・表現】
　左記の内容について科学的に思考できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
　左記の内容について主体的に学習に取り組
む。

○ ○

２
学
期

・帯電は電子の過不足によって起こり、電気現象は電子が主
役であることをはっきり認識させる。同種の電気どうしは反
発し、異種の電気どうしは引き合うこと、及びその力の大き
さについてのクーロンの法則を理解させる。
・電荷のまわりにできる電場は、試験電荷に働く静電気力の
大きさと向きにより定まるベクトルであることを理解させ
る。また、電場のようすは電気力選によって表されることを
理解させる。
・試験電荷を運ぶときに外力のする仕事により電位・電位差
が定まることを理解させる。
・電場の中に物体を置くとき、物体の表面には電荷が現れる
が、物体が導体か不導体かにより、現象が異なることを理解
させる。
・一様な電場内の電場と電位差との関係などから、コンデン

第４編　電気と磁気
第１章　電場
１　静電気力２　電場
３　電位
４　物質と電場
５　コンデンサー

【知識・技能】
　左記の内容を理解している。
【思考・判断・表現】
　左記の内容について科学的に思考できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
　左記の内容について主体的に学習に取り組
む。

○ ○

第１章　気体のエネルギーと状態
変化
１　気体の法則
２　気体分子の運動
３　気体の状態変化

【知識・技能】
　左記の内容を理解している。
【思考・判断・表現】
　左記の内容について科学的に思考できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
　左記の内容について主体的に学習に取り組
む。

○ ○

定期考査
○ ○

１　運動量保存則
２　反発係数
第４章　円運動と万有引力
１　等速円運動
２　慣性力
３　単振動
４　万有引力

【知識・技能】
　左記の内容を理解している。
【思考・判断・表現】
　左記の内容について科学的に思考できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
　左記の内容について主体的に学習に取り組
む。

○ 6

・ラザフォードの原子模型を説明し、どのような実験により
この原子模型が正しいと判断したのかを理解させる。
・原子核が陽子と中性子とからなること、また核力、同位体
について理解させる。
・不安定な原子核から放出される放射線には、おもにα線、
β線、γ線の３種類があること、それらの本体が何であるか
を説明する。
・α粒子と空気中の窒素原子核との衝突により、原子核反応
が生じていることに触れ、原子核反応式を示す。原子核反応
の前後で質量数の和と原子番号の和はそれぞれ変わらないこ
とを理解させる。
・自然の階層性について説明し、素粒子とは何かを把握させ
る。

○ 37

・電流や電圧の意味を確認しながらキルヒホッフの法則をき
ちんと理解させる。
・抵抗率が導体と不導体の中間にある半導体について、電流
が流れるしくみや特徴を理解させる。
・磁場を横切る導線に生じる誘導起電力について理解させ
る。
・磁石の性質を示し、点電荷のつくる電場と対比させなが
ら、磁場について定義し、さらに磁力線の説明へと進めてい
く。
・直線電流が周囲につくる磁場、円形電流が円の中心につく
る磁場、ソレノイドがその内部につくる磁場について理解さ
せる。
・電流が磁場から受ける力の大きさは、周囲の物体の「透過
率」の大小によることを理解させる。また、平行電流が及ぼ

１　オームの法則
２　直流回路
３　半導体
第３章　電場と磁場
１　磁場
２　電流のつくる磁場
３　電流が磁場から受ける力
４　ローレンツ力
第４章　電磁誘導と電磁波

【知識・技能】
　左記の内容を理解している。
【思考・判断・表現】
　左記の内容について科学的に思考できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
　左記の内容について主体的に学習に取り組
む。

○ ○ ○ 41

第２章　原子と原子核
１　原子の構造とエネルギー準位
２　原子核
３　放射線とその性質
４　核反応と核エネルギー
５　素粒子

【知識・技能】
　左記の内容を理解している。
【思考・判断・表現】
　左記の内容について科学的に思考できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
　左記の内容について主体的に学習に取り組
む。

○ ○ ○

6

合計

210

1

・波源が単振動をするとき、その振動が周囲の媒質に伝わる
と正弦波が生じることを理解させる。
・音源が動く場合には、観測者の運動に関係なく波長が変化
することを理解させる。

第３編　波
第１章　波の伝わり方
１　正弦波
第２章　音の伝わり方
２　音のドップラー効果

【知識・技能】
　左記の内容を理解している。
【思考・判断・表現】
　左記の内容について科学的に思考できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
　左記の内容について主体的に学習に取り組
む。

○ ○ ○

○

40

定期考査 ○

○ ○ ○ 26

26

配当
時数

１
学
期

・速度や加速度のベクトルを用いた扱いを十分に理解させ、
慣れさせる。
・放物運動における速度ベクトルを水平成分と鉛直成分に分
解し、定量的に理解させる。
・剛体にはたらく力の効果は、力の大きさと無機の他に,作用
線の位置により決まることを理解させる。また、剛体にはた
らく力がつりあうためには、剛体が並進運動と回転運動をし
始めないことに留意する。
・剛体に働く力の合力をさまざまな場合に応じて求められる
ようにする。また、偶力は剛体を回転させ始める働きだけを
もつ量であることを理解させる。偶力のモーメントはどの点
を軸としても同じ値になることも理解させる。

第１章　平面内の運動
１　平面運動の速度・加速度
２　落下の運動
第２章　剛体
１　剛体に働く力のつりあい
２　剛体に働く力の合力と重心

【知識・技能】
　左記の内容を理解している。
【思考・判断・表現】
　左記の内容について科学的に思考できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
　左記の内容について主体的に学習に取り組
む。

○ ○ ○ 26

・以下のことを理解させる。
　①２物体の一直線上の衝突について、運動量と力積の関係
を用いて運動量保存則が導かれること②斜めの衝突の場合で
も運動量保存則が成り立つこと③物体の分裂の場合にも運動
量保存則が成り立つこと
・反発係数は衝突直後と直前における２物体の相対速度の大
きさの比で表されることを理解させる。
・円運動している物体の速度の方向は、その瞬間の物体の位
置を接点とする接線方向であることを理解させる。
・等速円運動をする物体の加速度の向きは物体から円の中心
を向くことを理解させる。
・ある物体を異なる立場で観測するときには、異なった運動
が観測され、異なった式が立てられる場合があることを認識
させる。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

1

・ボイル・シャルルの法則から、理想気体の状態方程式が得
られることを示す。
・気体分子の運動を力学的に扱って気体の圧力を表す式を導
く。この式と理想気体の状態方程式から、気体分子の運動エ
ネルギーの平均値が絶対温度に比例することを導く。
・熱力学第一法則は、熱現象も含めたエネルギー保存則であ
ることを理解させる。この熱力学第一法則の式を用いて定積
変化、定圧変化、等温変化、断熱変化を理解させる。

○

自然の事物・現象について，基本的な概念や原理・法則を理解し，知識を身に付ける。

自然の事物・現象に関心をもち，意欲的にそれ
らを探究しようとするとともに，科学的態度を
身に付る。

【学びに向かう力、人間性等】

理科 物理

佐藤　功

理科 物理 6

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

自然の事物・現象について，基本的な概念や原
理・法則を理解し，知識を身に付ける。

自然の事物・現象の中に問題を見出し，探究す
る過程を通して，事物を科学的に考察し，導き
出した考えを的確に表現できるようになる。

高等学校物理（第一学習社）

理科

自然の事物・現象の中に問題を見出し，事物を科学的に考察し，導き出した考えを表現できるようになる。

自然の事物・現象に関心をもち，意欲的にそれらを探究しようとするとともに，科学的態度を身に付る。

物理

【 知　識　及　び　技　能 】


